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防
災
今
年
の
実
施
日
は
９
月
１
日


牧
之
原
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課　
大
石
稜
斗　
☎
（
23
）
０
０
５
６

　

大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
市
内
全
域

で
著
し
い
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
想
定

と
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
、
訓
練
を
通
じ
て

「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
（
自
助
）。
自

ら
の
地
域
は
皆
で
守
る
（
共
助
）」
と

い
う
防
災
意
識
を
持
ち
、
災
害
時
の
対

応
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
訓
練
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
の
災
害
対
策

▼
住
ま
い
の
耐
震
化

▼
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
の
確
認

▼
備
蓄
品
や
非
常
持
出
品
の
点
検

▼�

地
域
の
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確

認
▼�

家
族
間
で
の
安
否
確
認
や
連
絡
方
法

の
確
認

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
送
信
し
ま
す

　

地
震
発
生
や
津
波
襲
来
を
想
定
し
た

同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
、
情
報

伝
達
訓
練
と
し
て
携
帯
電
話
へ
の
緊
急

速
報
メ
ー
ル
の
一
斉
送
信
を
実
施
し
ま

す
。

　

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

端
末
の
設
定
に
よ
っ
て
は
マ
ナ
ー
モ
ー

ド
設
定
中
で
も
音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

総合防災訓練　９月１日　午前９時訓練開始

午後７時30分 同報無線（＊）で訓練事前広報
●訓練事前広報　８月31日

午前６時50分 同報無線（＊）で訓練実施（中止）のお知らせ
午前９時 訓練地震発生・訓練開始「サイレン１分間吹鳴」

午前９時５分ごろ 訓練大津波警報
同報無線（＊）で訓練警報発表のお知らせ

正午ごろ 同報無線（＊）で訓練終了のお知らせ

●訓練実施日　　９月１日

令
和
５
年
度
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
辻
朝
日　
☎
（
23
）
０
０
５
０

情
報

情
報
公
開
制
度

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
に
つ
い
て
の

「
知
る
権
利
」
を
尊
重
し
、
市
が
保
有

す
る
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
市
政
の
公
正
な

執
行
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
へ
の
信

頼
を
確
保
し
、
市
民
参
加
に
よ
る
開
か

れ
た
市
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
適
正

に
管
理
し
、
市
政
の
適
正
か
つ
円
滑
な

運
営
を
図
り
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
や
管
理

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
国
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

地
方
公
共
団
体
は
法
律
に
基
づ
き
、
個

人
情
報
保
護
委
員
会
の
共
通
の
ル
ー
ル

に
よ
り
個
人
情
報
を
一
元
的
に
管
理
・

運
用
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
個
人
に

関
す
る
情
報
の
適
正
な
管
理
を
す
る
た

め
、「
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
」
を
作

成
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ァ
イ
ル
簿
は
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
榛
原
庁
舎
2
階
市
民
ラ
ウ

ン
ジ
、
相
良
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
）
で
誰

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開示請求延べ
人数 23人

実人数 19人

開示請求件数 23件

開示・非開示
決定件数

全部開示　12件

部分開示　９件

非開示　　２件

開示請求延べ
人数 55人

実人数 35人

開示請求件数 55件

開示・非開示
決定件数

全部開示　33件

部分開示　18件

非開示　　４件

●�牧之原市情報公開条例に基づく
実施状況（令和５年度）

●�個人情報の保護に関する法律に
基づく実施状況（令和５年度）

栄
典
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
方
々
で
す

「
令
和
６
年
春
の
叙
勲
」
お
よ
び
「
第
42
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」、「
褒
章
」
の
受
章

問
い
合
わ
せ　
秘
書
広
報
課　
中
田
恵
理
子　
☎（
23
）０
０
５
２

　

令和６年春の叙勲令和６年春の叙勲

第42回危険業務従事者叙勲第42回危険業務従事者叙勲

～ 警 察 功 労 ～
櫻井さんは、昭和43年に警察官となり、以降42年にわたり菊川警
察署など県内の警察署に配属され、住民の防犯や安全に尽力されま
した。また、職員間の調整や採用募集などの警務業務にも携わりま
した。「警察は人と人との関わりが大事で、今回の受章でも祝福さ
れ実感した。最高の賞をいただいた」と話しました。

櫻
さくら

井
い

厚
あ つ

志
し

さん（勝間田区）

～ 消 防 功 労 ～
富田さんは、昭和49年に消防吏員となり、以降42年にわたり市民
の生命、財産の安全確保に貢献されました。牧之原市相良消防本部
消防長としても活躍し、市町の合併や消防の広域化による組織再編
に携わりました。「消防人生でご指導、ご支援いただいた皆さまや
家族に、この場を借りて改めて深く感謝申し上げる」と話しました。

富
と み

田
た

幸
ゆ き

男
お

さん（大江区）

瑞宝双光章

瑞宝双光章

～地方自治功労～

西原さんは、県議会議員として14年6 カ月、初代の牧之原市長と
して12年にわたり地方自治の発展に貢献されました。市長時代に
は「対話による協働のまちづくり」に取り組まれました。「受章し
たことで今までの成果が１つの区切りとなった。今後もさらに皆さ
まのお役に立てるよう励んでいきたい」と話しました。

西
に し

原
は ら

茂
し げ

樹
き

さん（豊岡区）
旭日中綬章

～ 警 察 功 労 ～
良知さんは、昭和38年に警察官となり、以降40年にわたり住民の
防犯や安全に尽力されました。現在の県暴力追放運動推進センター
の基となる組織への参画や、富士警察署などの署長としても活躍し
ました。「警察でも他分野でも『安全で安心なまちづくり』を心が
けてきた。仕事の積み重ねを評価いただきありがたい」と話しました。

良
ら

知
ち

義
よ し

廣
ひ ろ

さん（坂部区）

～ 教 育 功 労 ～

海野さんは、昭和51年に大井川中学校に赴任し、以降38年にわた
り教員として勤務されました。本川根中学校、吉田中学校、住吉小
学校の校長を歴任し、本県の教育の発展に貢献されました。「受章
は支えてくれた仲間や子どもたちのおかげ。人を大切にして、感謝
をし続けていきたい」と話しました。

海
う ん

野
の

実
みのる

さん（豊岡区）

褒 章褒 章

大興金属株式会社は、令和４年４月、令和５年４月に市へ多額の寄
附をされ、今回の受章となりました。このたび、市役所榛原庁舎に
て執り行われた伝達式では、杉本市長から褒状を伝達し、寄附に対
する謝辞を述べました。市では、いただいた寄附を市の移住定住促
進のため有効に活用することを目的に活用していきます。

～寄附を移住定住促進事業に活用～紺綬褒章
大興金属株式会社

＊同時に「まきのはらTeaメール」および「市LINE公式アカウント」でも配信
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子
育
て
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ　
福
祉
相
談
課　
増
田
孝
成　
☎
（
23
）
０
０
８
３

子
育

会
員
に
な
っ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

牧
之
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　
商
工
企
業
課　
石
田
梨
瑠　
☎
（
53
）
２
６
４
７

商
工

あ
な
た
に
や
れ
る
・
で
き
る
仕
事

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
行
政

や
民
間
企
業
、
一
般
家
庭
な
ど
か
ら
臨

時
的
、
短
期
的
な
仕
事
を
引
き
受
け
、

会
員
の
希
望
に
応
じ
て
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
講
習
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
会
員

同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
情
報
や
仕
事
の
詳
し
い

内
容
は
、
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

入
会
条
件

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
（
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
人
な
ど
）
に
賛
同
す
る
人

主
な
仕
事
内
容

家
事
援
助
、
施
設
の
補
助
作
業
（
洗

濯
、
掃
除
、
受
付
、
管
理
）、
運
転
業
務
、

事
業
所
・
工
場
な
ど
の
軽
作
業
、
除
草
、

空
き
家
・
空
地
管
理　

な
ど

入
会
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

牧
之
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

小
俣　

☎
（
52
）
５
０
８
０

年末に市役所庁舎に門松を寄贈

保育園での奉仕活動（じゃがいも掘り）

商
工

経
営
改
善
や
雇
用
確
保
に
関
す
る
悩
み
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

牧
之
原
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
「
ま
き
サ
ポ
」

問
い
合
わ
せ　
商
工
企
業
課　
増
田
真
也　
☎
（
53
）
２
６
４
７

商
工

　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
・
個
人
事
業

主
・
起
業
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
無
料
で
受
け
付

け
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
支
援
す
る

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

経
営
改
善
や
創
業
、
事
業
承
継
、
雇

用
確
保
に
関
す
る
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
程

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

午
前
９
時
～

午
後
４
時

相
談
時
間

［
午
前
］
１
件
に
つ
き
80
分
程
度

①
午
前
９
時
～　

②
午
前
10
時
30
分
～

［
午
後
］
１
件
に
つ
き
60
分
程
度

③
午
後
1
時
～　

④
午
後
２
時
～

⑤
午
後
３
時
～

講
師

●
中
小
企
業
診
断
士　

飯い
い

塚づ
か

淳じ
ゅ
ん

先
生

　
［
担
当
］
毎
月
第
２
金
曜
日
・
午
前

●
中
小
企
業
診
断
士　

小こ

口ぐ
ち

章し
ょ
う

治じ

先
生

　
［
担
当
］
毎
月
第
４
金
曜
日
・
午
前

●
㈱
エ
イ
プ
ラ
ス
ワ
イ　

加か

藤と
う

裕ゆ
う

子こ

先
生

　
［
担
当
］毎
月
第
２
、４
金
曜
日
・
午
後

●
社
会
保
険
労
務
士　

山や
ま

本も
と

潤じ
ゅ
ん

平ぺ
い

先
生

　
［
担
当
］
随
時

会
場

カ
タ
シ
ョ
ー
・
ワ
ン
ラ
ボ
南
棟
２
０
３

会
議
室
（
片
浜
１
２
１
６-

１
）

※
随
時
の
相
談
は
会
場
を
調
整
し
ま
す
。

対
象
者

市
在
住
・
在
勤
者
、
市
内
で
創
業
を
予

定
し
て
い
る
事
業
者　

な
ど

申
込
方
法

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
事
前
予
約
制
）

事
前
予
約
に
関
す
る
注
意
事
項

・�
利
用
は
、
年
度
に
つ
き
３
回
ま
で
と

な
り
ま
す
。

・�

相
談
者
１
人
に
つ
き
１
件
と
し
ま
す
。

相
談
終
了
後
に
次
回
の
予
約
を
行
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

や
む
を
得
ず
キ
ャ
ン
セ
ル
を
す
る
場

合
は
、
必
ず
商
工
企
業
課
へ
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
場
合

も
１
回
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

申込フォーム

市シルバー人材セン
ター   ホームページ

相談件数 79件
●�令和５年度利用状況

１位　販路開拓・拡大 37件
２位　創業 17件
３位　財務管理 12件
４位　生産・販売管理 10件
５位　経営方針 ９件
５位　技術開発・商品化 ９件

相談区分別件数（上位５項目）

※複数項目の相談あり

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て

中
の
親
子
が
気
軽
に
集
う
こ
と
が
で

き
、
悩
み
の
相
談
や
情
報
交
換
が
で
き

る
場
で
す
。

　

子
ど
も
と
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
た
い
と

き
、
同
じ
よ
う
に
子
育
て
し
て
い
る
人

と
話
し
て
み
た
い
と
き
、
子
育
て
に
少

し
疲
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
と
き
な
ど
親
子
で
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
親
子
体
操
な
ど
の
楽
し
い
行

事
や
食
育
講
座
お
よ
び
救
急
法
な
ど
の

子
育
て
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
の
悩
み
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

［
所
在
地
・
問
い
合
わ
せ
］

▼�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
榛
原
（
総
合

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
内
）

☎（
22
）０
１
７
４

対
象
者

�

０
歳
か
ら
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

利
用
時
間

�

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後

３
時
30
分

閉
所
日

土
日
祝
祭
日
、
年
末
年
始

子育て支援センター相良

子育て支援センター榛原

▼�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
相
良

　

�「
あ
そ
ぼ
っ
と
」（
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

ス
ク
エ
ア
内
）　

☎（
52
）５
８
０
８

対
象
者

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
、
小
学
生
か
ら
18
歳
ま
で

利
用
時
間

午
前
10
時
～
午
後
５
時

閉
所
日

�

月
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）、
祝
日
の

翌
日
、
第
３
金
曜
日
、
年
末
年
始
（
祝

祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

ま
た
、
市
内
に
は
他
に
も
、
認
定
こ

ど
も
園
が
運
営
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

［
所
在
地
・
問
い
合
わ
せ
］

▼�

み
の
り
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
認

定
こ
ど
も
園
み
の
り
幼
稚
園
内
）　

☎（
22
）０
６
０
６

■
児
童
館

　

児
童
館
は
、
18
歳
未
満
の
全
て
の
子

ど
も
を
対
象
に
、
健
全
な
遊
び
や
さ
ま

ざ
ま
な
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

通
じ
て
、
子
ど
も
の
生
活
の
安
定
と
成

長
発
達
を
支
援
す
る
地
域
の
拠
点
と
な

る
施
設
で
す
。
小
学
生
に
対
し
て
、
各

種
教
室
や
親
子
教
室
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
・
遊
び

場
と
し
て
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

［
所
在
地
・
問
い
合
わ
せ
］

▼
榛
原
児
童
館
（
静
波
１
４
８
７-
２
）

　

☎（
22
）６
９
７
５

対
象
者

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生

開
館
時
間

�

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後

５
時

休
館
日

�

毎
週
月
曜
日
、
火
曜
日
の
午
前
中
、
祝

日
、
第
３
日
曜
日
（
家
庭
の
日
）、
年

末
年
始

榛原児童館
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